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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、EFハンドカルシウム結合タンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。これは、ホスホリラーゼキナーゼの4つのサブユニットの1つである同一のカルシウム結合タンパク質をコードする3つの遺伝子のうちの1つです。2つの擬似遺伝子が7番染色体とX染色体上に同定されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2009年10月],機能：カルモジュリンは、Ca(2+)による多数の酵素およびその他のタンパク質の制御を媒介します。カルモジュリン-Ca(2+)複合体によって刺激される酵素には、多くのタンパク質キナーゼとホスファターゼが含まれます。 CEP110およびセントリンとともに、中心体周期および細胞質分裂の進行を制御する遺伝的経路に関与する。,その他：このタンパク質は4つの機能的なカルシウム結合部位を有する。,PTM：リン酸化は活性を低下させる。,PTM：ユビキチン化は活性を著しく低下させる。,類似性：カルモジュリンファミリーに属する。,類似性：4つのEFハンドドメインを含む。,細胞内局在：間期には細胞全体に分布するが、有糸分裂時には紡錘体極および紡錘体微小管に著しく局在する。,サブユニット：MYO1Cと相互作用する（類似性による）。CEP97、CEP110、TTN/タイチン、SRYと相互作用する。,
	研究分野
	カルシウム、ホスファチジルイノシトールシグナル伝達系、卵母細胞減数分裂、血管平滑筋収縮、長期増強、神経栄養因子、嗅覚伝達、インスリン受容体、GnRH、メラニン形成、アルツハイマー病、神経膠腫、
	画像データ
	

	カルモジュリン抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	カルモジュリン抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	NIH/3T3細胞ライセートのカルモジュリン抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：2000希釈のカルモジュリンポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	1：2000希釈のカルモジュリンポリクローナル抗体を用いたHuvEc細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。
	

	パラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

